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1. はじめに

木戸康人

神戸大学大学院

日本語には二つ(以上)の動詞を組み合わせた複合動調が多く存在することが知られて

いる。複合動詞は英語などのゲノレマン諾語やフランス語などのロマンス誇語ではほとんど

観察されないのに対して、日本語や韓国語、中国語などのような東洋の言語では非常に多く

観察される。また、複合動詞が観察される言語の中でも、特に日本語は他言語に比べて複合

動詞が豊富であることが、影山 (2014)によって報告されている。そのような日本語の語葉

の極めて重要な部分を占めている複合動詞を、日本語を母語とする子どもがいつ、どのよう

に獲得するのかという聞いは日本語の第一言語獲得研究において重要な研究課題のひとつ

である。

子どもがいつ、どのような複合動調を発話するのかを記録した大久保 (1967)や西ノ内・

伊東・村田 (1970)によると、子どもは2歳台から複合動詞を発話し始める。また、彼らの研

究において観察された子どもが発話した複合動詞を概観すると、子どもが発話する複合動

調は同じものが多く、複合動調の獲得には順序があることが示唆される。しかし、どのよう

な獲得順序があるのかという問題に関しては精微化がいまだに進んでおらず、明らかにな

っていない点が多く、子どもがどのような獲得過程を辿って複合動調を獲得するのかとい

う聞いを解明する必要がある。本稿では、日本語を母語とする子どもがいっ、どのような日

本語複合動詞を発話し、また、どのように獲得するのかという聞いを解明することを目的と

する。

具体的には、Kagey;剖国(1989)と影山 (1993)によって提案されている日本語複合動調に

関する理論研究と心理言語学の分野でP泊ker(1991，1999)によって提唱されている二重メカ

ニズムモデル ρ国 1M田h岨 ismMode1)を用いた分析を行う。そうすることで、子どもは成

人と同じように、語集的複合動調はひとつひとつ記憶しているのに対して、統語的複合動詞

は計算処理によって作り出していることを示す。その論拠として、子どもが複合動詞のよう

な複雑な形式を発話するよりも前には、 (i)形式と意味の結びつきが強く類像性(Ico副city)

を示すオノマトベを発話する時期、その後、 (u)オノマトベに軽動詞「する」を付けた動詞

を発話する時期、そして、(山)単純動詞を発話する時期、。v)単純動詞だけでなく副詞も伴

って発話する時期、 (v)複合動詞を構成する前項動詞と後項動詞をそれぞれ独立させ、三つ

の述語を連続させる時期というように、より単純な形式からより複雑な形式を発話すると
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いう段階性があることを示す。また、そのような段階性が統語的複合動調には観察されるの

に対して、語葉的複合動詞にはその過程が観察されないことを示す。

本稿の構成は以下の通りである。第2節では、日本語複合動詞に関する第一言語獲得研究

について概観する。第3節では、日本語複合動詞の獲得過程を明らかにするために必要な理

論的背景として、 K砲句四国(1989)と影山 (1993)による日本語複合動調の下位分類に関す

る仮説と寺因。001)と F北 u担。013)によって提案された二重メカニズムモデルの観点か

らの日本語複合動調研究について概観する。第4節では、先行研究から導かれる日本語複合

動調の獲得に闘する仮説と予測について述べる。第5節では、 CHILDESを使用した実証研究

による検証結果を報告する。最後に、第6節では、本稿の結論を述べる。

2" 日本語複合勘聞に関する第一宮悟獲得研究

日本語複合動調に関する第一言語獲得研究では、日本語を母語とする子どもがいっ、どの

ような複合動調を発話するのかという聞いに対する記述研究が行われている。例えば、西ノ

内・伊東・村田 (1970)と村田 (1970)は、子どもが日常生活で話していることばにおいて、

どのような動調が多く発話されているのか、動調の獲得にはどのような発達段階があるの

かを明らかにするために、それぞれ10名ずつ2歳児、 3歳児、 4歳児、 5歳児の合計40名の幼児

を対象に、 5ヶ月間の聞にテープレコーダーを用いて、子どもひとりあたり30分の発話を3図

録音している。表11土、西ノ内・伊東・村田 (1970)で記録された発話データの中で、子ども

が発話した複合動詞を村田 (1970)が要約したものである。

.. ー_.- 山市--"、ー・-"，司"'】目 J 】......-.ー目白日
2歳児 3歳児 4歳児 5歳児

着替える 着替える 取り替る 組み立てる 取り替る 挿し込む
持ち上げる 持ち上げる 飛び乗る 作り替る '飛びかえる 追い駆ける
取り替る 取り替る 飛び出す ぶち破る 飛び出す 切り離す

ぷつつける ぶっこわす 切り替る 飛び込む 出来上る
投げ出す ぶっとばす 切り抜く ぶつつける 組み立てる
ぶっこわす 追い駆ける 切り抜ける ぶっとばす やり直す
噛っく 追い付く 飛び降る ふっとばす 呼びかける

追い払う 飛び出る ぶっこわれる 引き受ける
飛び込む 追いかける 踏みつぶす 切りかえる

叩きつぶす 追い出す 跳ね返す *積みかえす
逃げ出す 思い付く 行き過る
積み込む 思い切る 行き止る
探し出す 言い出す 通り越す

作り上げる 逃げ込む 通り抜ける
引っ張る 引っ張る 吹き込む -は誤用を
思いつく 踏みつぶす 打ち込む 表す。】

ふりかける もぐり込む 思い込む
歌い出す 食べ終る
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表1では、子どもは2歳台から複合動調を発話していることが示されているロまた表1より、

複合動調を構成している前項動調(V1)と後項動調(V2)は限定的であることが分かる。例

えば、 V1が「ぷっJ r引っJ r追いJ r飛びJ r思いJ r切り」などであり、一方、 V2は

「上げるJ r込むJ r出る/出す」などのように、移動の方向を表す動調である。さらに、

子どもは3歳頃からV2が起動相を表す複合動調「歌い出す」を発話し、 4歳からはV2が完了

相を表す「食べ終る」を発話している。

日本語を母語とする子どもが発話する複合動調に関する先行研究は、西ノ内・伊東・村田

(1970)と村田 (1970)だけではない。大久保 (1967)は、子どもの言語発達過程を実証的に

示すために、。歳から6歳までの彼女の娘(y児)の発話を縦断的に観察している。大久保

(1967・40-49)は、 Y児の発話を詳細に分類し一覧表にして要約している。その表の中から複

合動調を抽出し、要約したものが表2であるロ

表2 Y児が発話した複合動調

2歳前期 2歳後期 3歳 4歳 5歳

飛び出す 寝っころがる 逃げ出す ぶらさげる ぶつかける ひきずりあげる

出かける ひっぱる 飛びあがる 引っこす 寝ころぶ こすりつける

落っこちる 着かえる くつつく 通りかかる 吹き飛ばす 打ちつける

ひっかく 召し上がる ぷつつける 出かかる 追いかける ぷんなぐる

けとばす となり合う 追い出す すれ違う 寝ぼける

泣き出す 舞いあがる 引っこめる 思い付く

思い出す くつつける つつ込む 数え切れる

歌い出す 待ちかねる 詰め込む 見まわす

だきしめる 見当たる 押し込む どなりつける

言し、付ける 申し込む はねあがる やつつける

たきしめる 売り切れる 打ち寄せる 受け取る

生きかえる かきょせる

表2より、 Y児は2歳前期から複合動詞を発話し始めていることが分かる。また、 Y児が2歳前

期に発話した複合動詞は「落っこちるjや「ひっかく IのようにV1が接頭辞化したものや

「飛び出す」のようにV1が本来の意味ではなく、 「勢いよく」という意味でV2を強調する

機能をもつものであった。さらに、興味深いことに、 Y児が初めに発話したV2が起動相を表

す複合動調は、村田 (1970)が観察した子どもと同様に、 3歳台で観察され、また、 「泣き出

すj というV2が「出す」の複合動調であった。また、 Y児は年齢を重ねていくにつれて徐々

に様々な複合動調を発話するようになっていた。

以上で概観した西ノ内・伊東・村田(1970)と村田 (1970)と大久保 (1967)による複合

動調の獲得研究を要約すると、日本語複合動詞の獲得過程には (1)に示すような共通点が

あると考えられる。
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(1) a. 複合動調は2歳台から発話が観察される。

b 子どもは「ぶつ飛ぴ」などのように本来の意味ではなく、 V2の意味を強調す

る接頭辞のようなVlを使用する。

C. V2には「上げる/上がるJ r込むJ r出る/出す」などのように、 Vlの表す事象

に移動の方向を付け足すための動調が多く使われる。

d 子どもが初めに発話するV2が起動相を表す複合動調はV2が「出す」のものであり、

それらの複合動詞は3歳台に初出する。

このように、子どもがいっ、どのような複合動調を発話するのかを調査した先行研究を概観

すると、複合動調の獲得には順序があることが示唆される。しかし、どのような順序で複合

動調が獲得されるのかという聞いに轍密に取り組んだ研究はほとんどない。さらに、西ノ

内・伊東・村田 (1970)と村田 (1970)と大久保 (1967)は、親が子どもに語りかけたこと

ぼや子どもがどのような場面で複合動調を発話したのかをほとんど記述していなかった。

そのため、子どもが発話した複合動詞が模倣である可能性を排除できていない。また、複合

動調がいつ発話されるのかは記述されていても、それは年だけもしくは年月までしか記述

されていなかった。そのため、子どもが複合動詞を獲得するまでにどのような過程を辿るの

かが正確には明らかにされていない。

したがって、本稿では、親と子のやりとりが時系列に沿って年月日まで記録され、子ども

が発話した複合動調が親の模倣ではないかどうか、また、どのような文脈で発話されたのか

どうかを調査できるC皿 DES似 acWhi皿ey2000)を使用する。 CHlLDESには子どもの発話

だけでなく、親が子どもに話しかけたことばも記録されているため、親が複合動詞を使った

後に子どもが同じ複合動詞を発話していた場合は、その複合動詞を模倣と見なして排除で

きる。また、 C皿.DESでは発話が観察された年月日が記録されているため、子どもが複合動

詞を獲得するまでにどのような獲得過程を辿るのかをE確に捉えられることが期待され

る。

このように、子どもが発話した複合動詞が模倣なのかどうか、および、どのような獲得過

程を辿って複合動詞を獲得するのかが不明だという先行研究で排除できていなかった二つ

の問題点をCHll.DESを使用することで解決する。そうすることで、次に示す二つの研究課

題に取り組む。ひとつ目は、日本語を母語とする子どもはいつ、どのような複合動詞を発話

するのかという研究課題である。二つ目は、 (1)に示したような複合動詞の獲得過程が他の

子どもでも観察されるのかという研究課題である。この二つの研究課題を明らかにするこ

とによって日本語複合動調の獲得過程に関して精激化を行う。

次節では、日本語複合動詞の獲得過程の精散化を行うために必要な理論的背景として、影

山氏による一連の日本語複合動詞に閲する理論研究と寺田 (2001)と F吐u旬。013)による

心理言語学の枠組みからの複合動調研究について概観する。
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3 理論的背景

3. 1 二種類の日本語複合動調

生成文法理論の枠組みにおける形態論の研究では、語形成がどこで行われているのかと

いう聞いが中心的な議論のひとつである。例えば、α 阻企y(1970)やDiSciullo血 dWilli阻S

(1987)は、語形成は語葉部門のみで行われるとする語葉主義仏exicali阻)を提唱している。

それに対して、 Lieb町(1992)や Ha¥le岨 dM回 n包(1993)は、語形成は統語部門のみで行わ

れるとする反語葉主義(Anti-I四国li阻)を提案している。そのような語形成がどの部門で行

われるのかという論争に対して、Kageya血a(1989)と影山 (1993)は、日本語複合動詞が語

葉部門で作られる語葉的複合動調と統語部門で作られる統語的複合動調の二種類に大別さ

れることを示し、語形成は語葉部門のみや統語部門のみなのではなく、語葉部門と統語部門

の両方で行われるとするモジュール形態論を提唱している。影山 ο013・3-4)によると、語

葉的複合動詞とは、 (2a)に図示するように、 「後項動詞(V2)が直接、前項動詞(V1)の連

用形に結合する。すなわち、二つの語葉範曙が直接的に複合である[-q-qJという点で「語

集的Iである。 I一方、統詩的複合動調とは、 (2b)に示すように、 rV2は、直接、 V1の連

用形に付くのではなく、 V1を主要部とする補文(幾つかのレベルの動詞句)を取る。すなわ

ち、統語的な句に付くという点で「統語的jである。 j なお、影山 (1993)に従うと、統語

的複合動調を構成するV2には、起動相を表す「始めるJ r出すJ rかける」や完了相を表す

「終わる/終える」や過剰の意味を表す「過ぎる」などが該当する。

(2) a 語葉的複合動詞(切り倒す) b 統語的複合動詞(切り始める)

p¥v

〈一一
W
ハ

v
u町

/
悶
ム
出

回¥ム
H

V

可〈
m
j

語葉的複合動調と統語的複合動調の違いは、統語構造だけではない。生産性の観点からも

明白に異なる。例えば、語葉的複合動調の場合、。)に示すように、 V2によって生産性の高

いものから低いものまで様々であることが観察されている。

(3) a 掻きむしる/市こすりむしる/・ちぎりむしる

b 思い知る/'見知る/*考え知る/*聞き知る

c 買い取る/吸い取る/ぬぐい取る/奪い取る/切り取る

d. 買い込む/吸い込む/誘い込む/落ち込む/ふさぎ込む (影山 1993・78-79)
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語葉的複合動詞は、 (3c)と (3d)に示したように、たとえ生産性が高かったとしても、 οa)

に示したように、統語部門では一語であると見なされる。そのため、語葉的複合動詞は複合

動詞全体がメンタルレキシコンに登録されていると影山 (1993)によって考えられているロ

それに対して、統語的複合動調は統語部門で文や句が作られるのと同じように作られる。ま

た、語集的複合動調と比べると統語的複合動調は、統語的複合動調を構成するVlとV2の語

葉的な制限をほとんど受けずに形成される。したがって、伊藤・杉岡 (20但)によると、統

語部門で作られる統語的複合動調は、生産性が問題にならない。

3.2 二重メカニズムモデルと日本語複合動調

寺田 ο001)と Fuku回。013)は、心理言語学の分野で提案されている二重メカニズムモ

デルの観点から日本語複合動詞について考察している。ここで、三重メカニズムモデノレ

(Dual M田 M国阻 Modeりとは、言語は計算と記憶によって処理されるとする仮説である

σ也k町 1991，1999)。例えば、 P担k町血dPrince (1991)によると、英語の過去形には、計算処

理されるものと記憶されるものの二種類がある。第一に、 pl，町内，dなどのように、 -edを動調

に付加する計算処理によって作られるものである。第三に、 szng-s叩 Eなどのような不規則

活用するものは連想記憶されるもの、および、 be-w，出などのような不規則活用は補充形で

あり機械的に記憶されるものである。寺因。001)によると、統語的複合動調と語葉的複合

動調は計算処理と記憶という異なる処理が行われている。ここで注意されたいのは、統語的

複合動詞は、 ο:b)に示したように、統語部門で文や句が作られるのと同じように、 VP1とV2

の併合操作によって作られる点である。したがって、統語的複合動詞は計算処理によって作

られると考えられる。一方、語集的複合動詞は、先述したように、影山 (1993)によると、

複合動詞全体が一語の動詞としてメンタルレキシコンに登録されているため、ひとつひと

つ記憶していると考えられるのである。例えば、語実的複合動詞はV1に対する語実的な制

限があるため、生産性は σ)に示したようにV2によって異なるが、。c)と (3d)に示した

ような語実的複合動詞は少なからず生産性があると言える。その点で、 (3)のような語実的

複合動調は連想記憶にリストされると考えられる。ただし、腎葉的複合動詞には、 「引き返

す」や「やっつける」などのように、 V1とV2の聞の意味の透明性が低く語業化したものも

数多く存在する。そのような複合動詞は、機械的に記憶されメンタルレキシコンに登録され

ると考えられる。

さらに、寺田 (2001)による仮説が支持される結果が、 F由瑚σ013)による心理実験によ

り実証的に示されている。 F此u胞 (2013)によると、日本語を母語とする成人が語業的複合

動詞を解釈するために必要な反応時間は頻度に影響されるのに対して、統語的複合動調の

場合は頻度に影響されなかった。この実験結果より、 F由瑚ο013)は、日本語を母語とする

成人は統語的複合動調を計算処理し、語葉的複合動調を連想記憶にリストしていると提案

している。
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以上、日本語複合動詞が語葉的複合動調と統語的複合動調の二つに大別されることを概

観した。語葉的複合動詞は語葉部門で形成されるため、統語部門ではすでに一語の動調であ

ると見なされる。一方、統語的複合動調は統語部門で二つの単純動調が結合することで形成

される。つまり、統語的複合動詞を構成しているV1とV2はメンタノレレキシコンにはV1とV2

が独立した語として記憶される。次節では、Kagey岨 a(1989)と影山 (1993)による日本語

複合動詞の下位分類に関する仮説と寺因。001)と F止u旭 (2013)による二重メカニズムモ

デノレの観点からの日本語複合動調の処理に関する仮説を援用して、日本語複合動詞の獲得

に闘する仮説と予測について論じる。

4. 日本語複合動開の獲得に聞する仮説と予測

Fuku凪 ο013)による心理実験により、日本語を母語とする成人は統語的複合動詞は計算

処理し、語葉的複合動調は記憶していることが示された。また、西ノ内・伊東・村田 (1970)

と大久保 (1967)による複合動調に闘する第一言語獲得研究により、 (1)に示したように、

複合動調の獲得には共通する特徴があることが明らかになった。 (1)に示した一般化を語葉

的複合動詞と統語的複合動調で区別すると、 (4)のように言い換えられる。

(4) a 語葉的複合動詞は2歳台から発話が観察される。

b 子どもは語葉的複合動詞を構成するV1を接頭辞のように使用する。例えば、 「ぶ

つj のように促音化させたり、 「飛ぴj などのように本来の意味ではなく、 V2の

意味を強調させたりする。

c. 詩集的複合動詞を構成するV2には「上げる/上がるJ r込むJ r出る/出すIなど

のように、 V1の表す事象に移動の方向を付け足すための動調が使われる。

d 統語的複合動詞は3歳台から発話が観察される。

e田 子どもが初めに発話する統語的複合動調はV2が起動相を表す「出す」の複合動詞

である。

(4)に示した複合動詞の獲得過程に鑑みると、子どもは、 (4b)に示したように、 V1が拘束形

態素の複合動調をV1が自由形態素のものよりも早く発話し、その後、(4c)と (40)に示した

ように、 V1が自由形態素でV2が自由形態素もしくは拘束形態素の複合動詞を発話するよう

である。つまり、子どもが発話する複合動詞を分析する際、語葉的複合動調なのか統語的複

合動詞なのかに注目するだけではなく、複合動詞を構成するV1とV2が自由形態素なのか拘

束形態素なのかにも注目すると、複合動詞の獲得過程をうまく説明できることが期待され

る。

したがって、本稿では、子どもが発話した複合動詞を分類するとき、動調が自由形態素か

拘束形態素かどうかで四通りに分類する (c王寺村 1984)。例えば、 V-V型とは、自由形態素
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と自由形態素が複合した複合動詞のことを指すロ V-v型とは、 V2が補助動調化しているもの

のことである。例えば、 「割り込む」や「押し込む」などのように、 V2が「込む」の複合動

調は、一部の方言を除いて、 「込む」は単独では使えない(松本 2009・182)ため、また「出

来上がる」における「上がる」は本来の意味ではなく、完了のアスベクトを表す拘束形態素

であるため、 V-v'型に分類されるロさらに、統語的複合動調の場合、統語的複合動調を構成

するV2、例えば、 「出す」と「かける」は起動相を表し、 「終わる」は完了相を表すように、

何らかのアスベクトを表す拘束形態素なので、 V-v'型に分類される。 2 V-v型とは、拘束形

態素と自由形態素の組み合わせの複合動調のことである。主に、 「くっつく」や「引っ張る」

などのように、 V1が接頭静化した複合動詞や「飛び出す」などのように、 V1が本来の意味

ではなく、 「勢いよく」というようにV2の表す事象を強調する機能を呆たしている複合動

調が該当する。最後に、 v-v'型とは、 「やつつける」や「引き返す」などのように、複合動

調を構成しているV1とV2の双方が本来の動調の意味で使われていない点で、一語化してい

いると見なされる複合動詞のことを指すことにする。 3

上に記した複合動調の四分類を基に、 (4)に示した一般化を再考すると、 Y-v'型とv-V型が

V-v'型左V-v型よりも早く発話が観察されていたことになる。この一般化が正しいと仮定す

ると、 (5)に示す仮説が立てられる。

(5) 複合動詞の獲得に闘する仮説

子どもはV1が拘束形態素であるv-V型とv-v'型の複合動詞を初めに発話し、その後、 V1

が自由形態素であるV-V型とV-v型の複合動調を発話する。

もし日本語を母語とする子どもが同じ複合動詞の獲得過程を辿るのであれば、 σ)に示した

複合動調の獲得過程が日本語を獲得中の子どもに観察されるはずである。

さらに、(4a)と (4のに示したように、複合動詞という点では語葉的複合動詞と統語的複

合動詞は同じであるにもかかわらず、語葉的複合動調と統語的複合動調では観察される時

期が約12ヶ月も異なっていた。このように観察時期に差があるという事実は、語葉的複合動

詞と統語的複合動詞では異なる処理が行われている可能性が非常に高いと考えられる。も

し子どもが成人と同じ処理方法で複合動詞を産出していると仮定すると、(のに示す仮説が

立てられる。

(6) 二重メカニズムモデルに基づく日本語複合動詞の獲得に関する仮説

子どもは、成人と同じように、統語的複合動詞は二つの動詞を統語部門で計算処

理することによって作り出しているのに対して、語葉的複合動調は一語の動詞と

してメンタノレレキシコンに登録している。
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もし(めに示した仮説が正しいのであれば、子どもは統語的複合動詞を計算処理できるよ

うになると二つの動詞を組み合わせて様々な事象を描写するようになると予測される。そ

の予測が正しいのであれば、統語的複合動詞が発話されるよりも前には、σ)に示すように、

統語的複合動調と同じ意味を表す事象をより単純な形式を使って表す時期があることが予

測される。

(η 統語的複合動調の獲得過程に関する予測

a オノマトベを発話する時期

b. オノマトベに軽動調「する」を付けた動調を発話する時期

c 統語的複合動詞を構成するVlのみを発話する時期

d. Vlだけでなく、より事象を詳細に描写するために副調も伴って発話する時期

e 統語的複合動詞を構成するVlとV2をそれぞれ三つの述語で表現する時期

(η では、 (70)から (70)の順に形式の複雑さが高くなっていることが示されている。した

がって、動調の獲得は σ0)から (70)への順序で進むが、 (7めから (70)への順序では進ま

ないと予測される。例えば、 (70)に示したオノマトベは形式と意味の結びつきが強く類像性

を示すため、動詞の獲得過程において最も早く発話されると予測される。また、 (70)は、例

えば、 「食べ終わる」を「食べた。終わった。」というように表す時期があることが予測さ

れることを示している。ここで特に重要なのは、 σ0)に示した獲得過程である。 (70)から

(7d)は単純動詞の獲得にも観察されると考えられる過程だが、 (70)は二つの述語からなる

複合動詞をそれぞれ別々の文で表す点で、複合動調の獲得過程に特有の過程であると考え

られるからである。上に記した考察が正しいと仮定すると、統語的複合動詞を獲得するより

も前には、 σ0)から (70)の過程が観察されるはずである。

一方、語実的複合動詞に関しては、子どもが成人と同じように語実的複合動詞を一語の動

調としてメンタルレキシコンに登録しているのであれば、 (7)に示したような統語的複合動

詞が獲得されるまでに観察されると予測された獲得過程のうち、 (70)から (7d)に示した単

純動調の獲得と同じ過程は観察されたとしても、 σ0)は語葉的複合動詞では観察されない

はずである。例えば、語実的複合動詞「飛び出る」と同じ意味を表すために、「飛ぶ」と「出

る」という二つの単純動詞を用いて、 「飛んだ。出た。」と表現するような獲得過程はない

はずである。

以上、日本語複合動調の獲得に関する仮説と予測を二重メカニズムモデノレの観点、から示

した。次節では、 (5)から (7)に示した仮説と予測が正しいかどうかを検証するために、

CHlLDESを使用した実証研究を行う。
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5. CHILDESを使用した実匝研究

5. 1 対象

調査対象は、大久保 (1967)と西ノ内・伊東・村田 (1970)と村田 (1970)が観察した子ど

もは、 2歳台から複合動調を発話し始めていたため、表3に示すように、 2歳よりも前から発

話が記録されている子どもに限定した。

表3調査対象にした幼児発話コーパス

幼児名
年齢範囲 分析

幼児発話数 データ収集者
(歳;月・日) ファイノレ数

Aki 1;05:07-3;00:0。 56 37，547 Miy蜘 (2004.)

T副 1;05:20-ー-3;01・29 76 32，873 Miyata (2004b) 

Su血ihare 。;00・13-{j;11 :28 84 39，627 Noji et a1. (2004) 

合計 216 110，047 

これらのコーパスから子どもが発話した複合動詞を抽出する際、周囲の成人が複合動詞を

子どもに言った後に、子どもが発話した複合動詞は模倣と見なして省いた。さらに、歌の暗

唱や本の音読も省いた。また、連続で同じ発話を繰り返した場合は、全体で1回の発話とし

て数えた。複合動調の獲得年齢は、 S紅白血，wo1d(1996: 45)に従い、複合動詞が初めて発話さ

れた月齢と見なすこととした。

5.2 方法

本稿では、 αllLDES(Child凶 guageData Exchange Sy由 m)帥 cWhinney2川 Qshima

T北阻eeta1.1998)を使用した。また、検索ソフト CLANは使わず、発話データをすべて目

視した。なぜなら、子どもがいつ、どのような複合動詞を発話するのかをコーパスを使用す

る側は予測できないからである。

5.3 結果

まずA恒が発話した複合動詞を図1と表4に示す。

語葉的複合動詞

v-v初出 v-y.初出
くっつく やつつける

2;05:13 2;08:24 
2;5 ↓ 2;6 2;7 2;8 ↓ 2;9 2;10 2;11 3;0 

|〉

図1 Akiが発話した語葉的複合動詞の初出
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表4 Akiが発話した複合動調

v-v v-v v-v v-v(一語イ包)
統語的複合動詞 なし なし

くつつく (2;05:13) やつつける (2;08・24)

引っつく 。;07:12) やつつける (2;11:25)

はみ出す (2;07:1勾

飛び出す (2;07:26) 

語葉的複合動調 なし なし 引つつける (2;11:09)

はめだす 。;11:16)"
引っ張る (3;00:0町
引つつける (3;00:0町
引っつく (3;00:00) 

図1と表4では、Akiがv-v型を初めに発話し、その後、 v-v'型を発話していることが示され

ている。次に、 T副が発話した複合動調を図2と表5に示す。

語葉的複合動詞

v-v初出 v-v初出 v-v初出

くつつく ひきかえすわりこむ

1;11:01 2;01:0ゆ 2;02・13
1110 ↓ 2担↓町2↓

盤蓋邑盈全盛調

2;4 
+ 

2;6 

v-v初出

もちだす

2;07:21 
↓ 2;8 

図2 T:副が発話した複合動詞の初出

表5 T:剖が発話した複合動調
平V v-v v-v 

統語的複合動詞 なし 走(2り11出:2す0) 
~ J 

~ 一
持ち出す 割り込む くつつく ((1;11:0141) ) 
取(2;0り7戻2す1) 出(2来;0:上2が13)る くつつく 1;11・

くつつく
({22，，OO012059) ) 

語業的複合動詞 跳(2;ぴ10付13。) (2;07∞) くっつく
くつつける (2;ω20)

(2;11:14) 
引つつく 仇。(2，.0O0799・.∞開23}} 1 引っ張る
引つつく

2;10 
+ 

↑ 

3;0 
←〉

2:11:20 

はしりだす

主主組出

v-v 語化

〉く
引き返す
(2;01:ω) 
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図2と表5では、 T田がv-V型を初めに発話し、その後、 v-v'型、 V-v'型、 v-v型の順に発話して

いること、および、統語的複合動調が2歳11ヶ月20日に初出したことが示されている。

最後に、 Sumiharei>~発話した複合動調を図3 と表6に示す。 6

語集的複合動詞

v-V初出

ひっぱる

2;01:09 
2;0 2;2 

益重菌室全盛盟

v-v初出 v-v初出
ひっこむ こげつく

2;03:30 2;04:27 
↓2;4 2;6 

2;04:24 

なきだす

主主盈出

2;8 

図3 Sumihareが発話した複合動調

V-v初出

おしこむ

2;10:30 

no ↓ 3;0 3え
↑ 

3;01・14以降

様々なV-vを発話

図3と表6では、 S旧国hareがv-V型の語葉的複合動調を2歳1ヶ月9日に初出し、その後、 v-v

型を2歳3ヶ月30日、 v-v型を2歳4ヶ月27日、 V-v'型を2歳10ヶ月30日に初出したこと、また、

V-v'型の統語的複合動調を2歳4ヶ月24日に初出し、 3歳1ヶ月 14日から様々なV1と組み合わせ

られたV-v型の統語的複合動詞が発話され始めたことが示されている。
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表6 Su皿ih闘が発話した複合動調(野地 1973ー1977)

v-v v-v v-v v-v 
(一語化)

泣き出す (2;04:24)，降り出す (2;08:24) 

食べ過ぎる (2;11:17)，回り出す (3;01:14) 

鳴り出す 。;01:20)，出出す (3;04:27) 

揺れ出す 。;04:27)，止まり出す (3;07:09)

出出す 。;07:16)，漏り出す (3;08:15) 

統 言い出す (3;11:22)，壊れかける (4;00:02) 

語 乾きかける (4;00田21)，逃げやがる (4;01:24) 

的 出来かける (4;02:05)，泣き出す (4;02:07) 

複 なし 食べやがる (4;02:31)，降り出す (4;02:31) 

合 飛びやがる (4;03・06)，なりやがる (4;03:10) 

動 なりかける (4;08:25)，探しゃがる (4;09:26) 

調 殴りやがる (4;09:28)，食べ過ぎる (4;09:30) 

回りやがる (4;10・11)，寝過ぎる (4;11:05) 

落としゃがる (4;11:1η，食べやがる (4;11:1η 

来やがる σ;02田21)，来やがる (5;03:24) 

見ときやがる σ;03田29)，燃え出す σ;09:26) 
出出す (5;ω:26)，降りやがる (5;11・06)

焦げ付く 押し込む (2;10:30)，跳び込む (3;05:19) 引っ張る 引っ込む
(2;04:27) 投げつける (3;06:20)，滑り込む (3;07:26) 。;01:09) (2;03:30) 
放り出す 焚きつける (4;09:04)，降り込む (4;09:26) 引っ張る 引っ込む
(2;10:30) 。;02:13) (2;07:18) 
寝転ぶ 引っ張る 引っ込む

語 (3;07:09) 。;02:25) (4;10目08)

葉
引っ張り くっ付く

的 上げる 。;03目。1)

複
(6;05:05) くっ付く

ぷ日弘、 。;04目09)
飛び出す

動 (2;10目30)
調 飛び出る

(4;10目08)

飛び付く
(4;10目08)

飛(4び;10付目18く) 

また、 Sw凶h眠は、統語的複合動調を発話するよりも前に、統語的複合動詞が表している

事象を表現するために、別の類似した表現を使ったり、オノマトベのような単純な形式や二

つの述語を連続させたりしていた。それに対して、語葉的複合動詞を発話するよりも前に

は、単純動調のみを発話したり、単純動詞と副詞の組み合わせを発話したりすることはあっ

ても、二つの述語を連続させることはなかった。図4から図7にSu血血聞が統語的複合動詞を

発話するまでの統語的複合動詞の獲得過程を示し、図Bと図9に語葉的複合動詞の獲得過程

を示す。
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オノマトベ

ざーざー

1;0↓ 7:01 

1;6 '" 1;8 1;10 

オノマトベ+動調 複合動調言えない

ざーざーふった あめがふり…

2;0↓ 1:09 

2;0 • 2;2 

↑ 
2;02:23 

2↓，O23，4 .22 

あめふってきた

Z虚土三ゑ

2;6 

複合動調

ふりだした

2↓ ;08:24 
2;8 '" 2;10 

l〉

図4 Su凶h闘が発話した統詩的複合動調「降り出す」の獲得過程

単純動調 テ形+くる 複蚕扇詞

でたでた でてきた けむりがたくさんでだした
1;07・30

2;0↓1・2z3，2 
1;6 1;10 2;0 2;4 

3;04目27

3メ↓ 3;6
H 

3;2 
+ ←一一一一一一+一一〉

↑ 
2;03:01 

あとからでてくるよほら、でたきた
ある事象を二つの文で表す

図5 Su血血闘が発話した統語的複合動詞「出出す」の獲得過程

別の表現 複合動詞

おなかいーっぱい

2;01:29 

なにたベすぎたんじゃろか

2;11:17 

210 ↓ 2;2 2戸

↑ 
2;02目24

たくちゃんたべた、もーちゅんだ

旦且土塾童

2;6 
+ 

2;8 2:10 ↓ 3地

図6 Sum血areが発話した統語的複合動詞「食べ過ぎる」の獲得過程

〉



－ 15 －
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ねんね
1;03・21

木戸康人

オノマトベ+軽動詞

ねんねした

2;8 3;0 

別の表現 複合動詞

あさねぽーじゃ ねすぎた
4;【ロ・07 4;11・05

4;2↓ 4;6 4;10 1;2↓ 1;6 

←一一一一一一一→

1↓;07:12;←0 10 --H 
Ir l〉

↑ 

2;09目27

ぐーぐーねた

オノマトベ+動詞

図7 Sumihareが発話した統詩的複合動詞「寝過ぎる」の獲得過程

オノマトベ単純動詞

たん

l;-0↓ 5・16
1;5 

とんだー
2;00目06

1;10 ↓ 2;3 2;8 
H 

↑ ↑  
1;10:28 2;04:25 

とんとんとんぶーんととぶぜ
オノマトベオノマトベ+動詞

複合動調

とぴでる
4;10:08 

3;5 3;10 4;3 4;8 ↓ 5;1 

図8 S旧国hare~1発話した語葉的複合動詞「飛び出る」の獲得過程

オノマトベオノマトベ+軽動調 オノマトベ+動詞 複合動調

tまし、 ぽいした ぽーんとなげたんよ なげつけよーか

I，3O↓ 0:22 1;07:25 2;10:12 3;0↓ 6:20 

1;0 1;4 ↓1;8 2;0 2;4 2;8 3;0 3;4 • 3;8 

↑ ↑  
1;6・30 2;00:27 

ばいした ぽーるなげて
オノマトベ+軽動調 単純動詞

図9 Sumihareが発話した詩集的複合動詞「投げつける」の獲得過程

5.4 考察

〉

〉

調査対象にした3名の子ども(Aki， Tai，釦血ihare)全員が複合動調を2歳台から発話し始め

ていた。複合動詞を構成している動詞が自由形態素か拘束形態素かに注目すると、 Taiと

SumiharョはVIが拘束形態素であるv-V型とv-v型の複合動調をVIが自由形態素であるV-V型

とV-y'型の複合動詞よりも早く発話していることが明らかになった。さらに、語葉的複合動

調が2歳初期から発話が観察されるのに対して、統語的複合動詞は、Akiの場合は観察期間内
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に観察されず、 Taiの場合は2歳11ヶ月20日に観察され、釦皿ihareの場合は、 2歳4ヶ月24日に

一度観察されたが様々なV1と組み合わせられたV-v型の統語的複合動調が発話され始める

のは3歳1ヶ月 14日からであった。以上の考察から、複合動調の獲得過程には、 (8)に示すよ

うな3つの段階があると提案する。 7

(8) 第一段階・ v-V型とv-v型の語葉的複合動調が発話される時期

第二段階 V-V型とV-v型の語葉的複合動調が発話される時期

第三段階目 V-v型の統語的複合動調が発話される時期

(2歳前期)

(2歳後期から3歳)

(3歳前期)

子どもは第一段階のとき、拘束形態素であるV1を接頭辞とみなし、接頭辞は単純動調の一

部と見なしていると考えられる。一方、第二段階になると、単純動詞(V1)の右方に「出る」

や「込むjなどのような移動の方向を表す動調を付け加えるようになる。さらに第三段階で

は、統語的複合動調のV2に分類される起動相を表す「出す」や過剰の意味を表す「過ぎる」

が3歳頃からV1と組み合わせられる。このように、第三段階と第三段階では、子どもはV2を

助動調のように見なしていると考えられる。 8，9，10 また、 (8)に示した獲得過程は、大久保

(1967)と西ノ内・伊東・村田 (1970)と村回 (1970)によって観察された子どもと同じであ

る。したがって、 (5)に示した複合動詞の獲得に関する仮説は支持される。

さらに、子どもがどのような語葉的複合動詞を発話したのかに注目すると、子どもが発話

した語葉的複合動調は非常に限定的であり、あまり発話されないことが分かったロAkiとT副

と血血血闘が発話した語葉的複合動詞のV1に注目すると、 V1が拘束形態素である「くっつ

く」における「くっ」や「引っ張る」における「引っ」などのように、接頭静化したものや

「飛び出す」における「飛びj などのように、本来の意味ではなく、 「勢いよく Iという意

味の副調として機能しV2の意味を強調する役割を果たしているものだった。また、語葉的

複合動調を構成しているV2に着目すると、 「上げる/上がるJ r出る/出すJ r込む」など

のように、 V1の事象に移動の方向を付け足すための動詞が3人の子どもに共通して使われて

いたことが分かつた。 11 これらの調査結果は、 (4.)と (4b)と (4c)に示した語葉的複合動

調の獲得過程に関する一般化と一致している。つまり、本稿で注目した3人の子ども(地位

T副とSum血闘)が発話した語葉的複合動調は、大久保 (1967)と西ノ内・伊東・村田 (1970)

と村田 (1970)によって観察された子どもが発話した語葉的複合動詞と傾向がとても類似

しているということである。この帰結は、日本語の語集的複合動詞の獲得過程には、(4a)と

(4b)と (4c)に示したように、 2歳台から発話が観察されること、語葉的複合動調を構成す

るV1は、はじめは「ぷつjや「飛びj などのように、 V2の意味を強調するものが使われる

のに対して、 V2は「上げる/上がる」などのようにV1の事象に移動の方向を付け足すため

の動詞が使われることが強く示唆される。

5.3節に示したように、子どもが発話した語葉的複合動調は非常に限定されており、量的

にも数が少なかった。このことを三重メカニズムモデルの観点、から考察すると、子どもは語
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葉的複合動詞を計算処理しているのではなく、個々の語葉的複合動調を、成人と同じよう

に、一語の動調として記憶健想記憶もしくは機械的記憶)していると考えられる。もしこ

の考察が正しいとすると、子どもは語葉的複合動調を発話し始める最初期から成人と同じ

方法で語葉的複合動調を処理していることになる。

他方、統語的複合動調に注目すると、Akiは観察期間内に発話していなかったが、 T副は2

歳11ヶ月20日に「走り出す」を初出していた。 Sumihareの場合は、 2歳4ヶ月24日に「泣き出

す」というV2が起動相を表す統語的複合動調を初出し、 3歳1ヶ月 14日以降には、様々なV1

と組み合わせられたV2が「出すjの複合動詞を発話していた。また、 4歳以降にはV2が「か

ける」の複合動調や「やがる」の複合動詞も発話するようになっていた。このように、統語

的複合動詞の獲得には、初めはV2が「出す」の複合動詞を発話し、その後、他の統語的複合

動詞に分類される複合動調を発話するという順序があることが示唆される。これらの調査

結果は、 (4d)と (40)に示したように、統詩的複合動詞は3歳台から発話が観察され、初め

に観察される統語的複合動調を構成しているV2は起動相を表す「出す」であるという統語

的複合動詞の獲得過程に関する一般化と一致している。換言すると、 TaiとSurr曲areの統詩

的複合動調の獲得過程が、大久保 (1967)と西ノ内・伊東・村田 (1970)と村田 (1970)によ

って観察された子どもの統語的複合動詞の獲得過程と同じだったということである。この

帰結は、日本語を母語とする子どもは同じ獲得過程を辿って統語的複合動調を獲得するこ

とが示唆される。

Sumihareの統語的複合動調の獲得過程を二重メカニズムモデルの観点から考察すると、

SumihareはV2が「出すJ rかけるJ rやがる」の複合動詞をひとつずつ記憶しているとは考

えにくい。むしろ、それらの複合動調を計算処理によって作り出していると考えられる。も

しS町国h闘が3歳頃から統語的複合動詞を計算処理するようになっているとする仮説がEし

いのであれば、 2歳台には、 (7)に示したような獲得過程が観察されることが予測される。実

際に、図4から図7に示したように、 Surr曲E唱は統語的複合動詞を発話するよりも前に、別の

類似した表現を使ったり、より単純な形式を使ったりすることで統語的複合動詞が表して

いる事象を表していた。例えば、図4からは (9)に示す獲得過程があることが分かる。

(9) 統語的複合動調「降り出す」の獲得過程

a. 

b 

c 

d. 

「ざーざー」というオノマトベのみで表現する時期

「ざーざー降った」というように、オノマトベと動調を

併用して表現する時期

「降ってきた」というテ形を使用する時期

「雨が降り出した」ことを伝えようとしても、 「雨が降り・」と

いうように、複合動詞を作り出せない時期

(1歳後期)

。歳前期)

ο歳前期)

。歳前期)



－ 18 －

日本語複合動詞の獲得 二重メカニズムモデルの観点から

(9)の場合、 (90)が (70)に、 (9b)が(7b)に、 (9c)が (7e)に対応している。 12 つまり、

Sumih闘が統語的複合動調「降り出す」を発話するまでには、より単純な形式から複雑な形

式を使って統語的複合動調が表す事象を表現させていることが明らかになったロ

次に、図5で示した「出出す」の獲得過程を (10)に示す。

(10)統語的複合動詞「出出す」の獲得過程

O. でた」という過去形のみで事象を叙述する時期

b. 出てくるj というようにテ形を使う時期

C目 「でたきた」というように、二つの述語を使う時期

(1歳後期)

ο歳前期)

。歳前期)

(100)は (7c)に対応し、 (10b)と(lOc)は σe)に対応しているロこのように、 (10)に示し

た統語的複合動詞「出すIの獲得過程も (η に示した予測と一致している。

さらに、 V2が「過ぎる」の統語的複合動詞もV2が「出す」の統語的複合動調と同様の獲

得過程を示していた。例えば、図6では、 (11)に示すような獲得過程が観察された。

(11)統語的複合動詞「食べ過ぎる」の獲得過程13

a.おなかいっぱい」のように、別の表現で表現する時期 。歳前期)

b. たくちゃん食べた」のように、副詞と動調を併用して表現する時期 (2歳前期)

(110)は (7)には対応するものはないが、 「おなかいっぱい」というのは「食べ過ぎた」こ

とを表現していると推測される。(l1b)は σd)に対応している例であるロ

加えて、図7では、 Sumih闘が「寝過ぎた」を発話するよりも前に、 (12)に示すような獲

得順序があることが示されているロ

(12)統語的複合動調「寝過ぎる」の獲得過程

a オノマトベのみで表現する時期

b. オノマトベに軽動調「する」を付けた形の動調を使用する時期

c. ぐーぐーねたj のように、オノマトベと動詞を併用する時期

d. あさねぽーじゃ」のように、別の表現で言い換える時期

(1歳前期)

(1歳後期)

ο歳後期)

(4歳台)

(120)は (70)に、 (12b)は(7b)に、 (120)は (7d)に対応している。 (12d)は (7)には対応

するものはないが、複合動調「寝過ぎるjが表すことを複合名詞「朝寝坊jを使って表現し

ていると推測される。

以上、図4から図7および (9)から (12)に示した統語的複合動詞の獲得過程は、 (7)に示

した統語的複合動詞の獲得過程に関する予測と一致している。したがって、本稿では、統語
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的複合動調には (13)に示すようにより単純な形式からより複雑な形式へという獲得過程

があると提案する。

(13)統語的複合動調の獲得過程

& オノマトベを発話する時期

b オノマトベに軽動調「する」を付けた動調を発話する時期

C目 Vlのみを発話する時期

d. Vlだけでなく、副詞も伴って発話する時期

o. VlとV2をそれぞれ二つの述語で表現する時期

(1歳前期)

(1歳後期)

(2歳前期)

(2歳後期)

(2歳台)

この統語的複合動詞の獲得過程を二重メカニズムモデルの観点から考察すると、子どもは

統語的複合動調を発話し始める初めから、統詩的複合動詞を計算処理して作り出している

ことが示唆される。重要なことに、語葉的複合動調の獲得過程には、 (11.)から(l1d)に示

した単純動詞の獲得過程は観察されたが、 (110)に示したような複合動詞の獲得に特有と考

えられる過程は観察されなかった。例えば、図Sに示した語葉的複合動詞「飛び出る」の獲

得過程を (14)に示す。

(14)語葉的複合動詞「飛び出る」の獲得過程

a オノマトベを発話する時期

b 語葉的複合動詞を構成するVlのみを発話する時期

c. Vlだけでなく、副詞も伴って発話する時期

(1歳台)

(2歳前期)

(2歳前期)

(14.)は σ.)に、 (14b)は (7c)に、 (14c)は (7d)に対応している。さらに、図9に示した語

葉的複合動調「投げつける」の獲得過程を (15)に示す。

(15)語葉的複合動詞「投げつける」の獲得過程

& オノマトベを発話する時期

b オノマトベに軽動詞「するj を付けた動詞を発話する時期

C目 語葉的複合動調を構成するVlのみを発話する時期

d. Vlだけでなく、副調も伴って発話する時期

(1歳前期)

(1歳後期)

(2歳前期)

(2歳後期)

(15.)は (7.)に、 (15b)は(7b)に、(15c)は σc)に、 (15d)は (7のに対応している。この

ように、 「飛び出る」と「投げつける」の獲得過程では、 (70)に対応する過程は観察されな

かった。換言すると、語葉的複合動詞の獲得過程は統語的複合動調の獲得過程とは異なるこ

と、また、単純動詞の獲得過程と閉じことが明らかになった。それと同時に、(めから (13)

だけでなく、 (14)と (15)からもSum血areは単純な形式から複雑な形式を発話するという動
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詞の獲得過程を辿っていることが明らかになった。これらの事実は、子どもが語葉的複合動

調を一語の動調として記憶しているためであると推測される。以上の考察が正しいとする

と、第4節で示した予測と一致するため、 (6)に示した仮説は支持される。 14

以上、 (6)に示した仮説が正しいかどうかを検証するために、 CHILDESを使用した実証研

究を行った。その結果、また、 (6)に示した二重メカニズムモデノレに基づく日本語複合動調

の獲得に闘する仮説は支持された。日本語を母語とする子どもの複合動詞の獲得には、図4

から図9および (8)から (15)に示したように、一定の順序があることを明らかにした。

6. 錯簡

本稿では、 F血ker(1991，1999)が提唱する二重メカニズムモデルの観点から、日本語を母

語とする子どもがいつ、どのような日本語複合動詞を発話し、また、それはどのように獲得

されるのかについて論じた。特に、語葉的複合動調と統語的複合動詞は形態的および音韻的

に違いはないにもかかわらず、子どもは、成人と同じように、語葉的複合動調はひとつひと

つ記憶しているのに対して、統語的複合動詞は計算処理によって作り出していると提案し

た。そうすることで、 Pinker(1991， 1999)によって提案された三重メカニズムモデルが日本

語の複合動調の獲得研究の観点から支持された。

日本語複合動調に関する理論研究では、Kageyama(1989)と影山 (1993)によって、日本

語複合動調が統語部門で作られる統語的複合動詞と語葉部門で作られる語葉的複合動詞に

下位分類されると提案されている。本稿での研究結果と考察が正しいのであれば、日本語を

母語とする子どもが日本語複合動調を獲得する際に、子どもは、成人と同じように、統語的

複合動詞は計算処理し語葉的複合動詞は記憶している可能性が示唆された。本稿は、日本語

複合動調が語集的複合動詞と統語的複合動調に下位分類されるとする理論研究で提案され

てきた仮説を第一言語獲得研究の観点から支持するものである。

註

・本稿を執筆するにあたって、岸本秀樹先生から多くの示唆に富むご助言を賜りました。また、 2015年10

月17日に神戸大学で聞かれた関西レキシコンプロジェクト侭LP)では、由本陽子先生、板東美智子先生、

嘗野能之先生、子一楽先生、臼杵岳先生から議論を改善させ発展させるための助言を数多く頂きました。

ここに記して感謝します。

・誤用」とは、村田 (1970)が複合動調として不自然だと判断したもののことである。しかし、何が不

自然なのかまでは議論されていなかった。そのため、本稿では「・飛ぴ返る」と「牟積み返す」に関しては議

論の対象から外すこととする。

2 なお、統語的複合動調におけるV1が拘束形態素であったり、統語的複合動調が一語化していたりするこ

とは理論上考えられないため、以下に示す表では斜線を引いている。
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3 rやつつけるJや「引き返すIが語化しているかどうかを判断する手段として、国立国語研究所 (2013

2015)による複合動詞レキシコンデータベースを使用した.

4 Akiは「はみ出すIの意味で「はめ出すj という誤用を発話していた。 2歳7ヶ月 12日に「はみ出す」をす

でに発話していることを考慮すると、単に、 V1rはみ」を「はめ」と言い間違えただけだと考えられる。

5 本稿では、 V1が「とぷIである複合動調が発話された場合、その複合動詞が発話された前後の文脈を注

意深く見ることで、 「勢いよく」という意味を表す「飛ぶ」なのか、 「ジャンプする」という意味を表す

「跳ぶ」なのかを融密に区別した。なぜなら、本稿では「勢いよく Iという意味の「飛ぶjは拘束形態素と

して分析されるのに対して、 「ジャンプする」という意味の「跳ぶ」は単独でも使われることから自由形態

素として分析されるからである。例えば、 Taiが発話した「跳び出す」は、 「勢いよくJという意味だけで

はなく、 (i)に示すように、 Taiは跳んでいることが分かる文脈だったため、 V1を「跳び」と表記した。

(i) これとべれる? このとびぱこばーんって じゃんぷできる?(母からタイ)

ぱーそれい主豆竺己主。(タイから母)

じゃんぶ した?(母からタイ)

じゅじゅじゅじゅお じゃーんぷ。(タイから母(国950324.cba:line 1984.) 

Mi戸.ta(2冊 4b)の記録した発話状況に基づくと、 T国が跳び箱に向かつて走って、ジャンプし(跳び)、跳び

箱と接触している(くっつく}場面であるo Taiはその動作を「とびついた」という複合動詞で表している.

6 Y-V型に関しては、&皿血Z唱は多用していたため、表6には、代表例のみを掲示している。

7 木戸 (2014)は、 αIlLDESに収録されている5人の子どもを対象にして、統詩的複合動調の獲得過程に

は、影山 (1993)において、 「出すJ rかけるJ r過ぎるJなどのような繰り上げ構文に分類されるものが

最も早く発話され、その後、 「終わる」などの制御構文に分類されるものが発話され、最後に、 「忘れる」

や「直す」などの楠部にVPを取るものを子どもは発話すると提案している。つまり、 (8)で示した獲得順序

には第四段階として、 rV-v型の統語的複合動調が発話される時期」があると考えられる.

8 第二段階と第三段階では、子どもがV2を助動詞のように見なしているとする考察は岸本秀樹先生匂c.)

から、ご示唆を頂いた.

9 実際に、2歳後期から3歳前期の時期には、様々な複雑述語構文が獲得されることが明らかにされている。

例えば、 M四四19iet 01. (2曲 7)は、 Su園出血が語葉的使役を2歳5ヶ月頃から発話し始めることを示している.

10 コーパス分析による質的研究から明らかになった複合動調の獲得過程が量的研究からも支持されるか

どうかを検討するために、 Snyder(20町 75)による二項検定(Bincmial飽st)を行った。その結果、 v-v'型と

v-V型はV-y型とV-V型よりも有意に早く獲得されていた (p< .05)。したがって、質的研究と量的研究の両

面から、 V1が拘束形憶棄の複合動調はV1が自由形態素の複合動詞よりも早く獲得されていると提案する。

11 V2が「込む」の複合動詞は、 V1に対するエントロピ]が統語的複合動詞を構成するV2と同程度である

ことがT"田okaet 01. (20倒Jによって報告されている.つまり、 V2が「込む」の複合動詞は統語的複合動調

に分類されるV2t同じ特性を有していることを意味している。その点で、 V2が「込む」の複合動詞は、連

組記憶ではなく、統語的複合動詞と同じように、計算処理されている可能性もありうる.

12 (9d)は (7)には対応するものはないが、白血岡田がV1に何らかの助動調を付加することで複合動詞を

作ろうとしたがうまく事象を描写できず複合動調を作れなかったと推測される.



－ 22 －

日本語複合動詞の獲得 二重メカニズムモデルの観点から

13 図6では、統語的複合動調を獲得するよりも前に「たべた もーちゅんだ(もう済んだ)Jというように、

二つの述替を連続させることで、自国血闘が複合動詞「食べ終わった」と近似した意味を表そうとしている

ことが示されている。この経験的データは、 (70)に示した予測と一致している。そのため、(めに示した二

重メカニズムモデルに基づく日本語複合動詞の獲得に関する仮説は先に示した例からも支持される.

14 西ノ内・伊東・村田 (1970)と村田 (1970)と大久保 (196η では親が子どもに言ったことばが記述さ

れていなかったため、子どもが発話した複合動調が模倣である可能性を排除できていないと考えられた。

そのため、本稿ではその問題を排除できると考えられるαIlLDESを使用した。ところが、 C1IILDESを使用

することで模倣を厳密に排除した本稿での結果は、 (40)と(4b)と(40)に示した商業的複合動調の獲得過

程に関する 般化と 致していた。つまり、西ノ内・伊東・村田 (1970)と村田 (1970)と大久保 (196η に

よる発話記録では、成人の使ったことばを子どもが模倣していたとしても、それらが適切に排除されてい

たか、記録されていたものの中に偶然、模倣が含まれていなかったかのどちらかであると考えられる。
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